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研究概要
1 . 病原其菌. 特に新興其菌症原因常に関する研究
1) 0亡broc onisgdノ砂q v uの 分子系統的研究
黒色其菌 o亡hroco始 gzdlopL - は, ヒ トの 場合は免疫
不全症患者に脳炎. 心内膜炎 . 肺炎専を引き起こすこ
とが知られて い る. 特 に , 鶏. 七 面鳥など養殖鳥類に
集団感染 して , 脳病変を起 こ し. 一 斉 に集団死する事
例が海外 で報告されて い る . 本菌は 42℃で の 生育が
良好で あり, 今後症例報告は増加すると思われる . 真
菌感染分野との 共同で 本菌種の 28SrD N Aの D l/ D 2
領域を解析 した と こ ろ, Sc olccobnsi血 m 等 の 近藤 敵
およ びjgZLre Obm z
L
dz
L
H喝 Ex申bz
'
aIG 等 の 黒色異常と は系統
的に独立 して い る こ とが明らかとな っ た 現在は α
gzl11o2a v LZに特異的なP CRプ ライ マ
ー とL A M P法 プラ
イ マ ー を同領域より設計し, 培養株と感染組織からの
遺伝子診断 ヘ の 開発を試みて い る .
2) Hz
'
sto2[os m a呼suZ4tu m の 種内多塾に圃する研究
ヒ ス ト プ ラ ス マ 症 は カ プ ス ラ ー ツ ム 型(原 因菌
肱 tq)hs m a E申sdoiu2n V AT. 呼s uldfm), ズ ボ ア ジ塾(H.
呼 S ulGfH m V ar. d doisl
'
i), フ ァ ル シ ミ ノ ー ズ ム 型(H.
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呼Jdatu 桝 ' 弧fa rdmin osu m) に分けられ て い るが. これ
ら原因菌の 形態的な鑑別は非常に難しい . 各種棟能遭
伝子の解析によると v ariev の鑑別は意味を示さな い と
い う見解がある. しかし, 本菌種に関し て系碗分類の
基準遺伝子で ある2iSrDN Aの D l/D 2領域の解析 に基
づ い た解析 はなされて い なか っ た . 同遺伝子領域 の解
析 でも, H I C nPs uldtu m は v a rietyを問わず99 % 以上の相
同性を示すことから, v ari申 の 区別は意味を持たな い
こ とが明らかにな っ た.
3) hibTdcr m qbm hG mia c v ar. e rin G Cel
'
に関する研究
イ ンタ ー ネ ッ トを晴用して, 園内で 飼育されてい る
ハ リネズミの軌 体毛を18検体収集し. これらから7
菌株を分離した (39 %). 形態的性状. 生理生化学胎性
咲. rrS領域の 配列解析 により, 分離株を m軸物伽
2 - 噂呼勿血 - ･ c,l
'
noaiと同定した, そ こ で, その テ レオ
モ ル フである 肋 bm 地 血 血 Eu rcpeaJl ra ce
およぴA 鮎 n r acq A. Ⅷ 功 ゆ B
l
および
e
A .simiiと交配就
験を行 っ たところ, ABican raL3!の みと交配が成立し6株
が (＋), 1株が (-) であ っ た なお, ケ ニ ア では (-)
の み. ヨ ー ロ ッ パ . ニ ュ ー ジ ー ラ ン ドで は (＋) の み分
離されて い る . さらに日本分雄株のFlprog印アから得
られた (I) と (-) の交配で ほ, (＋) (-) の 比率は1:1
で. 形成された子のう果は完全なもの であ っ たが . 日
本分離株とAfric a n r a c eの FIpr oge ny間の 交配では . そ
の比率には規ErjJ性はなく, 形成された子のう果は不完
全なものであ っ た. 以上 の 緒果より, 今回の分離株は
Aneric a n o-EtlrOPe a n ra c e, African ra c eとは異なる交配
グ)I, - プ の A. bcnbD miG eV a r･ C rin u ccz
l
(hedgehogra c e)で ,
国内初の報告であり. こ れま で疑問視されて い た本変
種が独立した変種で ある こ とが証明で きた. そ の 後,
金沢医大で本菌種 による ヒトの 感染例が報告された.
4) htbrogntlPbis Jh Zru eに閑する研究
其蘭資渡開発分野お よび席 麓艶教授 (中国中山大
学附属第二 医院) らと共同で , 稀な真菌症例としてイ
ン ドを除き, ア ジ ア で は第 一 例となる外傷性眼其菌症
から分離されたArtbrograpbiskal' u cの 形態的性晩 生理
生化学的性状, 分子系統的解析による同定に つ い て報
告した .
5) 胞 (m JC2,ia 属の 同定および種内多塑に関する研究
M a血se2;ia 属菌は形態的な特徴 に乏しく, 資化性就
験な どで は種の 同定 は容易で はな い . そ こ で ミト コ
ン ドリ ア の チト ク ロ ー ム ∂遺伝子およぴ 28SrDN Aの
D l/D 2領域に つ い て遭住子の塩基配列を用 い て 系耗
解析を待 っ た結見 両遺伝子共に各種でク ラ スタ ー を
形成した. また, チ ト ク ロ ー ム b遺伝子によ る系統樹
から M, fu rfw とM. Jlo oBa cで 種内多型が確認され た .
よ っ て , チ ト ク ロ ー ム ∂遺伝子も本属菌の種の同定に
有効である ことが示され 更に種内多塾を確寵するこ
とが で きた.
6) 病原性黒色真菌類の分子同定に関する研究
其蘭資源開発分野と 共同で , 病原性黒色其菌類
C ladophz
l
a/opbo rn E O rrio nii. Ron sec o capcdr o∫oえ Ex opJ5z
L
aZa
du m atitl
-
ゐ などにお い て , 28SrD N Aの D l/ D 2領域の
塩基配列に基づく分子同定の 有用性, 分子系統を明ら
かにした . また C. co m
'
o m
'
川こつ い て はP C R による迅速
同定法を確立した.
2 . 病原性A申e rgi11usお よ びその 関連菌の多相的な分類
研究
マ イ コ トキシ ン生産面として , 食品衛生上重要な
To[w o myce ∫属 40種のITS 領域の 配列を決定し, 系統解析
を実施した. その 結果. 規則的な複輪生の Pmtci17l
-
〟m 告
ア ナモ ル 7 にも つ菌群とPzzect
-
)o72ZyreS, Gcos mitbiGを含む不
規則なPF2ZiEZ
l
uz
'
u7nを アナ モ ル 7 にも つ菌群との 2系疏に
大別され , さらに. 前者は4系溌に細分された. こ れ は,
形態. 生讃削ニュ ビキ ノ ン デ ー タを勘案して 72.lw o mycRS属
5節に分類した体系とほほ 一 枚 し. こ の分類体系の 正当
性が分子系統か ら検証された. また, 病原真菌として .
もしくは マイ コ トキシ ン生産菌として 重要なNeos a rb,ya
属は. 子 のう胞子の表面構造は非常に多様性を示すが,
分子系統的に はホ モ ジ ー ナ ス な属である ことがわか っ
た . 今後. AQe rgilIHJbmigdtu3を含め地域差による唾内
多塾の検討を実施する予定で ある .
3 . 病原性cG ndl
l
da nlbic uT2∫の 迅速同定およ び分類学的研
究
( 玩(紘 ぬ sを簡単 に同定で きる 新規キ ッ ト (RED
Zym eG鳩 テ ス ト) の 評 価 を セ ン タ
ー 保 存株 を 用
い て 行 な っ た. 本 キ ッ ト は C. omku nsに 特異 的な P-
g血 cto samin ldas e(M N G L) 活性とL-prohn e 血 opep也dase
(P RO) 活性を1本の 綿棒上で 判定で きる . 約 500株の
C GlbiEa n ∫にお い て正しく同定で きる ことが確憩され C.
a 批 a n s以外 の 臨床上問題となる CLmdidq属菌種とは明ら
かに区別が可能で あ っ た. しか し, C. albico n sグ ル ー プ
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で , 近年新 しく設立されたC. dub Enicn s igと は区別ができ
なか っ た. ま た , a. ∫tcDuiol
'
dcaに つ い て は , a. aM ica nsと
の独立性が分類学上聞題とな っ て い るが , こ の キ ッ トで
明瞭な区別が可能なことより. a, ∫彪)laLoideoは C. ulbic q7ZS
か ら独立 した種 と考えられた. さらに, こ の キ ッ トとト
ポイソ メ ラ ー ゼ Ⅱ遺伝子によ る種の鑑別法を利用 して セ
ン タ ー 保存 の Ca nd'
.
da 属蘭種の再検査を行な っ て い る .
4
. 病原性酵母CわタiocoECu S n C Ofw 7 Mn∫に お け る血清型に
関する分子生物学的研究
ク リ プ ト コ ッ ク ス 症 の 原 因菌 で あ る 07yP加 ocE W
ne ojbr m a n sに お け る , 3変種 と5種の 血 清塑 は, v ar･
8T 〟biiが血清塑A, v a r. n edo - n ∫が D, A D, v ar･ gwf b
'
iが
B, Cと分類され て い る . Flow cytoznetry に よ る核相決
定の緒 兎 血清塾 AI) はdiploid であ っ た･ Ure a se活性,
血清乱 交配型の 3種の表現塑でそれぞれ対立塑となる
両親株を用い た交配試験の結果, 得られた両親型Fl株
はdiploid であ っ た . FIpr ogezly圃 で の tLr ea Se遺伝子の 塩
基配列の 差は活性の 有無には無関係 で あり, 両親塑 の
ele ctr opherogra m表示 は塩基置換部分で 双方の 塩基を示
し, SS CP解析 は双方の D N Aの 存在を示した. G lu ea n
syn 血 s e遺伝子解析で , 血清塾D にイ ント ロ ン の挿入が
確認された . P C Rバ ン ドは血清塾Dの方が A より長く,
さらにA Dで は長さの 異なる 2本バ ン ドとして 示され
た. Southe 皿 hybridi現tio n の 結免 こ の 2本 バ ン ドはそ
れぞれA. D由来であ っ た. 以上 の 結果より. diploid で
血清塾A Dで ある株はA由来とD由来の D N Aを保有 し
て い る･と考えられた. 本研究は. こ れまで の塩基配列に
おける相同性研究で , 血清型A DがA と Dの hybridであ
るとされてきた点に つ い て 明白な分子生物学的証拠を示
Lt=.
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･
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Micr obial Tbxko s es, Chiba Uzliversity,Japa n, A bstra乍t
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CTa2Zdz
l
da sppI Of the culttlre COle ctio nin R C
-PF M Tof
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回目本棚蘭学会総会, 日本細菌学会蕃 p･201,2003･
6) 影山亜紀子 , 央沢勝 清, 谷口 ヒ ロ 子, 工 藤卓 ニ ,
西 村 和 子, 三 上 薬: Noc wdioL7bJCeJSuSと NocL2rdiu
beijl
'
ngm sisの 日本における初め て の報告臥 第47回
日本医其菌学会稔会, 其薗缶 44(増刊1号)･. 101,
2003.
7) 遠藤成朗 , 小森隆嗣, Bis w asS K, 王 麗 , 横山耕治,
伊藤純子 , 西村和子: M ahssezll
-
a属菌 の チトク ロ ー ム
b遺伝子による同定と種内多塾 , 第4 7回El本医其菌
学会総会, 其薗誌 4 4(増刊1号):105, 2003.
千葉大学 其蘭医学研究 セ ン タ ー 報告 第7巻 203 1 5
8) 遠藤成朗 , 小森隆嗣, Ricd G, 佐野文子 , 横山耕拍 ,
大槻 陽, Fr a n c oM, 宮治 乱 西村和子 :L A M P
法を用 い たP w octidio desbr m7ie n si の 特異的遺伝子
943検出による同定 . 日本蘭学会第47回大会 , 辞
演要旨集 p.78, 2003.
9)横山新治, 遠藤成朗, 小森隆軌 伊藤純子 , 佐野文
子
,
西村和子:輸入真菌症原因菌 coccidio deJim mitis
の 種内多塑に つ い て . 弟 47固El本医真蘭学会舷会 ,
真南誌 44(増刊1号):102, 003.
10) 横山耕軌 王 麓, 伊藤範子, 富治 軌 西村和子:
Spo ro舶 s cbe n ckii の臨宋分離株お よぴ近縁菌の チ ト
ク ロ ー ム b遺伝子による分子疫学と草枕関係 ･ El 本
蘭学金串47回大会 , 講演要旨集p.49, 2003.
ll) 宮崎由紀子 , 伊藤括 - , 大地俊夫, 若山 意 , 画材
和子:右 外転神経麻痔と視野障害を認 め た ア レ ル
･ギ - 性真菌性副鼻腔炎の 1例 . 第65固耳剃因喉科
臨床学会籍会及び学術群落金,耳却H 喉科臨床 p･17,
2003.
12) 近森 穣 , 滝野香代子 , 河合 清, 西村和子 , 禰島
和貴:病原其菌に対する叙イオン の抗異常括性及び
ミ ト コ ン ド7) ア呼吸銀 における作用 . 日本菌学会第
47同大会, 帯汝要旨集p.89, 2003,
13) 近藤 穣 , 滝静香代子 , 河合 滑 , 西村和子 , 福島
和貴:銀イオ ン の生物活性に関する研究 ー 抗其菌括
性およ ぴミト コ ン ドリ ア 呼吸鎖で の 作用機序 . 希
47回El 本医真蘭学金線会, 其菌罷 44(増刊1号):
90,2 00 3.
14) 高凍容子, 佐野文子 , 亀井克彦, 鎗 田響子 , 画材
和 子:千葉 県下 の 高校 柔道部貞 に集 団発生 し た
7 h
-
ch申by加 加 s u 摺 n Jに よ る白* . 第 47回日本医真
菌学会鎗会 , 真菌誌 44(増刊1号):94, 2003,
15) 高橋容 子, 佐野文子, 小 森隆嗣, 西村和 子:千葉
県に み られ た7}iebo2勿 加 血 ns urlm ∫に よ るbla ck dot
ringw o r mの 1例 . 第47匝旧 本匠其蘭学会稔会 , 慕
常誌 44(増刊1号):93, 2003,
16) 高橋容子 , 西村和子 :千葉県下の 高校柔道部貞に集
団発生 した T ton wGnS に よ る白癖の疫学とその拡大
J防止対策. 第47回日本医其蘭学会緒会 , 其菌誌 44
(増刊1号):63, 2003.
17)佐藤洋子, 永田松夫 , 影 山亜紀子 , 勝 正和 , 矢
沢勝清, 亀井克彦, 三上 轟 , 西村和子: 本邦初の
Nocwd2
'
apseudobnaJiZl
'
en si 感染5V. 千乗真菌症研究会
第7国学術講演会, 講演会要旨集pp.6-7, 2003.
18) 佐野文子, 村田佳輝 , 上田八千代 , 猪股智夫, 亀井
克彦, 西村和子:本邦にお けるイヌ の ヒ ストプラ ス
マ 症の 疫学 . 第 3回人と動物の 共通感染症研究会学
術集会, 終演要旨集p.10, 2003.
19) 佐野文子, 村田佳輝 , 鎗田響子, 岩崎利郎, 猪股智
夫, 亀井克彦, 西村和子: イ ヌ の皮膚ヒ ス トプ ラ ス
マ 症 の 1例 . 解47 回日本医真南学会槍会, 其菌誌
44(増刊1号):76, 2003.
20) 勝 正和, 西村和子 , 三上 薬=(吻LM u C W n COfor m n n s
s e roty pe A D殊にお けるI TS領域の 塩基配列 . 弟47
回日本医其蘭学全線会 , 其菌蕃 44(増刊1号):107,
2003.
21)小森隆嗣, 佐野文子 , 鎗田響子 , 亀井克彦, 酉付和
子 :Hl
'
sLoPZas m G CGPsuZotp 珊 の D l/D 2領域における棟内
多塑 . 弟47回日本医真蘭学全線会, 異常罷 44(増
刊1号):102, 2 00 3.
22)西村和子:特別企画 ｢バイオリソ ー ス+ 病原微生物.
第26回日本分子生物学会, 抄録集, 2003.
23) 大堀 除 , 佐野文子 , 遠藤成朗 , 横LE新治 , 亀井克
彦 , 西村和子, 官冶 誠 : ヒト肺感染症より分離さ
れたOcbroco nisgq轡 o v aに つ い て , 欝 24回関東医其
菌懇話会 , 抄録集p･8, 2003･
24) 大堀 陽, 佐野文子, 遠藤成朗 , 横山新治, 亀井寛
彦
,
西村和子, 宮治 誠 : ヒト肺感染症より分離さ
れ た 0 血co niJgq坤 d ℡aに つ い て . 日本蘭学会葬47
同大会 , 講演要旨集 p134, 20031
25) 大堀 陽, 佐野文子, 遠藤成朗, 横山耕治 , 鎗田響
子 , 亀井克彦, 山口正視, 西村和子: ヒ ト肺感染症
より分離された0 血E Q nisgq坤 a v aに つ い て . 第 47
回日本医其蘭学会撒会, 兵曹誌 44(増刊1号);90,
2003.
26) 滴浄香代子 , XiL主yan, 福島和貴, 西村和子: 中国の
眼感典症患者から分離され た･4rihrog,ophisAakq eの 同
定 . 第 4 7匝Ⅰ日本医真菌学会総会, 裏面誌 44(増刊
1号):101, 2 00 3.
27) 知花博治, 同 条緒 , 敷波久美子 , 西村和子 , 三上
轟: CG ndf
'
dq alaica n ∫染色体7番の 全塩基配列の 決定
と非病原性酵母SG CChw o my6eJ EC rCVisideと の 比較 ゲ ノ
ム 解析 . 第 47回日本医其蘭学金線会 , 真菌誌 44
(増刊1号):104,2003.
28) 田中勝 二 , 川畑智子 , 若山 患 , 大原関利章, 横内
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幸 , 高橋 啓, 直江史郎 , 大連俊夫, 岩測 聡, 渋
谷和俊 , 西村和子 : ア レ ル ギ ー 性其菌性副鼻腔炎の
1例 . 第 47回日本医其蘭学会衆会 , 真菌誌 44(増
刊1号):72, 2003.
29) 田中玲子 , 伊藤純子 , 板垣は つ え, 西村和子:新し
い CG ndido GlbicollJの 同定キ ッ ト の 評価. El本棟生物
資源学会策10匝l大会,講演要旨集 p.12, 2003.
30) 渡辺 哲, 亀井克彦, 関根利 - , 日暮括莫, 落合恵
理, 橋本佳江, 西村和子: Aゃe,gl
'
uu sb2nl
-
gq 如 培養時
の 酸素浪度がglioto血 産生畳 に及 ぼす影響 , 第 47
回日本医其蘭学全紙金 , 其菌聴 44(増刊1号):85,
2003.
31) 渡辺 哲, 亀井克彦 , 関根利 一 , 和久真弓, 酉付和
子 , 宮 治 乱 葉 山帝之:Aspe7gilla s.#m 妙 u sに よ
る細胞爆音性物質の 産生と酸素濃度との 関係 に つ
い て . 真菌症 フ ォ ー ラ ム 苓4回学術会諌, 抄録集
p･18
-19
,
2 00 3･
32) 渡辺 哲, 亀井克彦 , 佐野文子, 伊藤純子, 酉付和
子 , 官給 軌 栗山秀之:一 句 ugiHu∫Pmigu 触 の培養
上滑が感染マ ウ ス生存率に与える影響に つ い ての 検
討 . 第 77回日本感染症学会総会, 感染症学雑誌 77
( 臨増):180, 2003.
33)福 島和貴, A bli2, P, 掩滞香代子, 近森 穣 , 倍量綾
香, 仁戸田意和, 西村和子 :LS ローDN Aの Dl/D 2領
域による病原性黒色其菌および関連菌の 分子系統 .
日本蘭学金策47回大会, 講演要旨集p.84, 2003.
34) 堀江義 一 , 酎ー和子, 福 島和貴, A briz P, HuiY, Li
R Y
,
Ca mpos
ITdnkiG M
,
O kada K‥ アス ペ ル ギル ス 症
原因菌の 土壌中で の分布 . 帯47回日本医其蘭学金
線会 , 真菌南 44(増刊1号):90, 2003.
35)細江智夫, 福島和食 , 滝静香代子 , 近森 穣, 音曲
誠, 河合賢 一 : プ ラ ジ)I,土壌からの 分離真菌IFM
52672株から単離さ れたdihydr ohe v e adridcの 構造と
その抗其菌活性に つ い て . 第 47回日本医其菌学会
総会, 真菌誌 44(増刊1号):72,2003.
国際支流
1 . 共同研究
2 . 海外渡航
1) 西 村 和 子:韓 国Biologic al Re so u rc eC nteち Ko re a
Re sear ch In stitute of Biote chn ology 且nd Bios cie n c e
(K RIBB), 視察, 科学技術撮興閉塞費, 2003年3月
27日 - 30日.
学会等活動 (主催学会, 座瓦 コ ン立- ナ - など)
1) 西村和子=座長, 帯8回千葉真菌症研究会学術辞演
会, 2003年6月14 日, 千葉 .
2) 国際シ ンポジ ウム :Fr o ntie rStudies arid lnterna tion 且1
Networking of Gen etic ResotlrCe Sin Pathogc nic
Micro o rga nis ms,21
-22 No v2003,Tokyo ･
組織委鼻長:西村和子
実行委鼻:矢口黄泉 田中玲子
教育活動
捜葉
蘭村和子:千葉大学大学院医学研究科 (病原真菌糸統 ･
化学 ｢病原因子学, 鼻音分類学 ･ 系統進化学+), 千葉
大学大学院自然科学研究科 (生物工学 , 微生物管理
学, 其菌系統論), 千葉大学医学部4年次基礎配属爽
習, 医学部 (病原真蘭学, 帝義 , 実習), 珊協医科大学
級生物学 .
社会活動
テ レビ
1) 南棟容子:T B S, ニ ュ ー ス の 森 ｢格闘技 で急増中
頭の水虫感染+, 2003年10月15 E】放送.
新村
1) 西村和子:千葉大発 ベ ン チ ャ ー 誕壬L 千葉 日艶
2 00 3年12月19 日.
2) 西村和子: 千葉大が初の Ⅵ∋｢ 真菌+の研究成果を
事業化. 日本工業新開, 2003年12月19 日.
3) 西村和子:千葉大発のB Vl号 カ ピ研究成果活用
検査や診断業務 . 日本経帝新聞朝刊 (地域倣), 読
売新開朝刊 (地域倣), 2003年12月19E].
講演など (一 般視聴者対象)
1) 西村和子: ナ シ ョ ナ ル バ イオリ ソ ー ス プロ ジ ェ クト
｢病原微生物+におけ る千葉大学其菌医学研究セ ン
タ ー の 役割と研究活軌 千葉大学オ ー プ ン リサ ー
チ , 2003.
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競争的文金
科学研究箕
1) 酎 弼口子 (代表):科学技術振興調整費, 病原真蘭 ･
放線菌の遺伝資源の 国際的拠点形成の ため の基盤整
備, 10,485万円 .
2) 西村和子 ( 代表): ナ シ ョ ナ ル バイ オ T) ソ ー ス プロ
ジ ェ クト｢ 病原微生物+:細菌, 真菌, 放線菌およ び
原虫
,
4
,
000万円(分担額 300万円).
3)西村和子 (分担):環境省廃棄物処理専科学研究費補
助金
, 焼灰中の ダイオキシン類を対象とした微生物
分解技術の 開発 に関する研究, 1 00万円＼
4) 滝帝香代子 (代表):奨励研究B, 金属イオ ン の 抗美
園作用 に関する研究 一 銀イオ ンを中心に - , 24万
円 .
その他研究助成
1) 西村和子 (代表):な の はな ベ ン チ ャ ー コ ン ペ , 痛庶
其菌お よび関連蘭の系統発生の研究とその 結果をも
とに した原因菌の 遺伝子同定および真菌症遺伝子診
断法の確立 , 100万 札
2)Pa ride A bli2;(代表):金原財臥 第7回研究交流助成
金
,
15方円 .
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